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第 10 回 犯罪被害給付制度の抜本的強化に関する有識者検討会（議事の記録） 

 

１ 日時 

令和６年４月 16 日（火）午前 10 時から午前 11 時まで 

 

２ 場所  

警察庁第１会議室 

 

３ 出席者 

（有識者） 

  太田 達也 慶應義塾大学法学部教授 

  假谷 実  犯罪被害者遺族 

  島村 暁代 立教大学法学部教授 

  滝沢 誠  中央大学大学院法務研究科教授 

  正木 靖子 弁護士 

（警察庁） 

  江口 有隣 長官官房審議官（犯罪被害者等施策担当） 

  藤田 有祐 長官官房犯罪被害者等施策推進課長  

（オブザーバー） 

  法務省 

  厚生労働省 

  国土交通省 

 

４ 概要 

(1) 提言を踏まえた犯罪被害給付制度の見直しの概要 

事務局から資料１に沿って、同日取りまとめ予定の提言の内容を踏まえた犯罪被害

給付制度の見直しの概要について説明があり、構成員から次の質問・意見があった。 

  〇 今回の見直しの適用を受けるのは、施行後の犯罪被害となるのか、施行後の申請

事案となるのか、どちらか。総合法律支援法に基づく民事法律扶助制度では、制度

改正がなされた場合、申請の時期を基準としているところ、今回の犯罪被害給付制

度の見直しについても、申請の時期を基準とすることはできないか。 

→ （事務局）今回の見直し内容については、施行後の犯罪行為による死亡等につ

いて適用することを考えている。 

仮に施行後に申請がなされた事案に適用するとした場合、犯罪被害を受けた直

後に申請をされた方がかえって見直しの適用を受けることができないといった

事態も生じかねないところ。 

なお、今国会で審議がなされている、犯罪被害者等支援弁護士制度の創設に関

する総合法律支援法の一部を改正する法律案についても同様に、新制度の適用の

有無は、施行後に行われた犯罪行為による被害であるか否かによって決まる形と

なっているところである。 
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(2) 取りまとめ（案）について 

「犯罪被害給付制度の抜本的強化に関する有識者検討会 取りまとめ（案）」につい

て、次のとおりの議論や発言があった。 

○ 「社会保障等」と「社会福祉等」が混在して使われているが、「社会保障等」と

いう言葉の方がより包摂的な意味合いであるため、こちらに統一してもよいのでは

ないか。 

 

○ 「残された課題」については、単に財源や予算に関する問題があるだけではなく、

様々な制度との関係など論点が多くあることから、単に財源や予算の問題に過ぎな

いと誤解が生じることのないよう、表現の仕方を工夫した方がよいのではないか。 

 

〇 今回の犯罪被害給付制度の見直しにより、特に収入がない犯罪被害者が亡くなら

れた場合の御遺族に対する給付金は、かなり引上げがなされる。ただ、これで全て

理想的な状況になったわけではないと思うので、今後の制度運用も踏まえつつ、し

かるべき時期に見直しをしていく機会があればよいと思う。 

 

〇 現行制度において支給額が最低額となるような事例で 1,000 万円を超える支給が

可能となるという最低額の引上げのほか、事例によっては、自賠責並みまで支給額

が引き上がる場合もあるといった、今回の犯罪被害給付制度の見直し案について、

早期実現に御尽力いただいたことに本当に感謝申し上げる。 

  取りまとめ案の残された課題にもあるように、現在も困難な状況にある犯罪被害

者等に対する支援については、制度の遡及適用というのは中々難しいという話もあ

ったが、「地方における途切れない支援の提供体制の強化に関する有識者検討会」

で議論されている取組にも期待している。 

  また、民事の損害賠償を見据えてという部分については、財源の問題なども含め

て、今後の議論に期待したいと思う。 

 

〇 犯罪被害者支援に関する制度が少しでも改善され、救える人が一人でも増えるこ

とは重要だと考えている。今後も犯罪被害者等施策の推進に貢献していきたい。 

 

〇 犯罪被害給付制度について、今回の見直しによって最低額が 1,000 万円に引き上

がる点は評価したい。 

  残された課題はいずれも重要なものであり、特に、犯罪被害者の方は立替払制度

について非常に強い思いを持っておられる。残された課題については、今後も検討

を続けていただきたい。 

 

取りまとめ案については、座長から、 

○ 本日の議論を踏まえた修正を含め、取りまとめについては座長に一任をいただき

たい。取りまとめについては、「地方における途切れない支援の提供体制の強化に

関する有識者検討会」の取りまとめと併せて公表することとしたい。 

と発言があり、構成員間で了承された。 
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 閉会に当たり、座長から以下のとおり挨拶があった。 

〇 昨年８月以来 10 回にわたる検討会において、多岐にわたる論点につき、様々な立

場から真摯に議論を重ねた結果、本日取りまとめに至った。各構成員の皆様に感謝

申し上げたい。 

  取りまとめにおいては、早期に解決すべき課題として、遺族給付金の支給最低額

を一律に引き上げるなど、現行の犯罪被害給付制度と比べて抜本的な強化策が含ま

れるところ。今後は本取りまとめを具体化する作業が進んでいくことになるかと思

うが、この過程に携わった者として、今後の進捗についても注視していきたい。 

  本検討会では、様々な視点に基づく議論により、１年以内に解決することが難し

い、犯罪被害給付制度の枠組みをも超えた犯罪被害者の経済的損害回復に係る様々

な問題も改めて明らかになった。 

もっとも、本取りまとめをもって、犯罪被害者の経済的損害回復の問題が解決さ

れたものと考えることはできず、今後も仮給付の運用が改善されているかどうかを

注視し、また、社会状況の変化に伴う犯罪被害者のニーズに柔軟に対応しながら、

犯罪被害者等基本法の理念に少しでも近づく社会となるよう、引き続き犯罪被害者

等に対する施策を推進していくことが重要と考えている。 

繰り返しになるが、構成員の皆様、事務局の方々に感謝申し上げたい。 


